
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立土屋中学校 ）     学校番号 ２４１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「夢に向かって」        

目 指 す 学 校 像 希望をもって登校し、学校では笑顔で活動し、毎日満足して下校する生徒の育成        

          

重 点 目 標 

１ 確かな学力と発達支持的生徒指導の推進 
２ 豊かな人間性と健やかな体の育成 
３ 地域の豊富な資源の活用 
４ 安心安全な校内環境の整備 
５ 教員研修の充実 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 

○全国学力・学習状況調査(R6)では、国語・数

学・英語の正答率が市平均以下だった。 

（国語：57 数学：50） 

○市学習状況調査(R6)の、「将来の夢や目標をも

っていますか」の問いに対して肯定的な回答が

78.5%であった。(R5 74.3%) 

【課題】 

○各教科において基礎基本の定着のため、全教科

で「話し合い活動」を充実させ、自分や他人の意

見を自分事として捉える力を育成する。 

生徒の基礎基本

の定着、学びに

向かう力の育成 

①市教委による学校カウンセリングを実

施し、全国学力・学習状況調査や市

学習状況調査の結果を分析し、授業

改善を行う。 

②要請訪問を行い、一人 1 回以上の公開

授業を行い、教職員の指導力向上に

努める。 

①全国学力・学習状況調査や市学習状況

調査で市平均を上回ることができた

か。 

②教職員一人１回以上の公開授業ができ

たか。 

 

 

 

  

生徒の基礎学力

の 向 上 の た め

の、教員の指導

力向上 

①全教科で市教委の要請訪問を実施し、

生徒の基礎学力定着のための教員の指

導力・授業力を向上させる。 

①「学びの指標」アンケート結果を分析

し、授業改善に努め、第１回の数値よ

り第２回の数値が上回ることができた

か。 
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【現状】 

○学校評価(生徒)の「土屋中学校で生活するのが

楽しい。」の問いに肯定的な回答した生徒の割

合は 92.3％（R5 95.3％） 

○生徒会活動を中心に、生徒の主体的な活動の場

面を設定する。また、生徒会や各委員長、部活

動部長を集めた組織を作り、生徒の生徒による

生徒のための学校を目指す。 

【課題】 

○学校生活の不安や不登校傾向や配慮を要する生

徒が増加している。 

○おはようメーターの定着。 

希望をもって登

校し笑顔で活動

し満足して下校

する生徒の育成 

①学校行事については、完全実施を行

う。また、新たに４０周年の記念行

事として文化祭等、生徒が中心とな

る行事を計画する。 

②学校行事に地域や保護者が積極的に参

加できるように、周知活動の充実を

図る。 

①学校評価（生徒）の「生徒は互いに認

め合い助け合っている」に関わる項目

で肯定的な回答の割合が昨年度より上

回ったか。(昨年度 91.6%) 

②学校評価（保護者）の学校行事に関わ

る項目で肯定的な回答の割合が昨年度

より上回ったか。(昨年度 90.5%) 

   

  

生徒を中心とし

た活動の活発化 

①生徒会の新たな組織を立ち上げ、生徒

からの意見等を吸い上げ、生徒の生

徒による生徒のための学校を構築す

る。また、生徒の考えを取り入れ、

学校運営協議会や職員会議に参加し

プレゼンテーションを行う。 

①生徒主体の運営により取組について、

実施することができたか。 
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【現状】 

○学校運営協議会で、本校学校教育目標の具現化

のため、地域が学校に望むことについて意見を

もらい、地域とともにさらに良い学校を築くた

めに再考をする。 

○公民館や地域等で中学生の活動する場におい

て、参加が薄れている状況が見られる。 

○近隣の小学校、高等学校との連携し、小中高の

１２年間を想定した教育を実践する。 

【課題】 

○学校行事の完全実施をするとともに、地域や近

隣校と積極的に協力し活動を実施する必要があ

る。 

学校運営協議会

を中心とした

生徒の活動場

の設定 

 

①学校運営協議会で、「地域が学校に望

むこと」について意見をもらい、学校

経営に生かす。また新たな委員を加え

組織を再編する。 

②地域や公民館等の活動に生徒が積極的

に参加できる手立てを計画する。 

①学校運営協議会で出された意見につい

て、具現化した取組が行われたか。 

②学校評価（地域）で「中学生が地域行

事の参加に積極的である」の項目で、

肯定的な回答が昨年度を上回ったか。

(昨年度 62.5%) 

   

  地域の小学校、

中学校、高等

学校との連

携・交流 

 

 

①校区内小学校や近隣中学校と自然体験

に取り組んだり校区内小学校の生徒指

導委員会に参加したりして十分な連携

を図る。 

②大宮光陵高等学校・大宮武蔵野高等学

校と連携し、学習や部活動での交流を

図る。 

①中学校区の小学校と近隣中学校との連

携した取組ができたか。 

②高等学校と連携した取組を行い、充実

した交流を実施することができたか。    
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【現状】 

○Sola るーむの設置については、現在さわやか相

談室と併用している。 

○校内の環境については、古くなった箇所が多々

あり、修理を必要とする場所がある。 

【課題】 

○Sola るーむについては、場所を確保し教室環境

整備が必要である。 

○修理を必要とする箇所について、迅速に修理・

改善をする必要がある。 

Sola るーむの設

置及び運営 

 

 

①PTA と連携し、場所を確保し、教室内

整備を早急に行い、運営する。 

②市教委に依頼し、校内の wifi 環境を

整備する。また、一人１台ＰＣの完全

配付を行う 

①７月を目途に、Solaるーむを開設し、

今年度で運営を軌道に乗せられるよう

にする。 

②wifi環境の整備や、一人１台ＰＣを配

付できたか。 

   

  
校内の修理・改

善 

 

 

 

①毎月安全点検を実施し、修理等が必要

な箇所を把握するとともに、市教委と

連携して改善する。 

②事務職員や業務主査と連携し、校内で

改善できる箇所は迅速に対応する。 

①毎月の安全点検については、管理職が

確認し、危険個所等を把握することが

できたか。 

②事務職員や業務主査に適切に支持を出

せていたか。 
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【現状】 

○今年度の本校の研究課題として、基礎学力の定

着のため「話し合い活動」を中心に、研修を学

期に１回以上実施する。 

○様々な教育課題に適切に対応ができるよう、実

践的な校内研修が必要である。 

【課題】 

○研究した内容を、全教職員で共有し、深め実践

する能力を育成することが必要である。 

○経験年数が少ない教職員もいるため、より実践

的な研修が必要である。 

特別活動を中心

とした研修の充

実 

①講師を招き、専門的な知識を得るとと

もに、公開授業を実施し研究協議を

行い、実践力を身に着ける。 

 

①学校評価（教職員）の校内研修に関わ

る項目で、肯定的な回答が昨年度を上

回ったか。(昨年度 70.9%) 

 

 

 

  生徒指導・教育

相談を中心と

した研修の充

実 
 

①校内研修で専門的な講師からの講義や

校長会主催の生徒指導・教育相談研

修会に参加し、生徒や保護者に適切

な対応ができる実践力を身に着け

る。また、小中合同の研修会を開催

し、小中の連携をスムーズにする。 

①学校評価（保護者）の「いじめ対策と

して、早期発見・早期解決に努めてい

る」の項目で、肯定的な回答が昨年度

を上回っているか。(昨年度 63%) 
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